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ＶＯＬ.８～100年間、このまちとともに～

　困っている人と適切な専門機関をつな
ぐ役割を担う民生委員・児童委員。行政の
ほか、地域福祉の推進を目的とする社会福
祉協議会や介護の相談に応じる地域包括
支援センター・介護支援センターなど民間
のさまざまな組織や団体と連携していま
す。今回は、市社会福祉協議会の近藤雅

まさ

浩
ひろ

さんに民生委員・児童委員との関わりにつ
いてお話を聞きました。
【問】地域福祉課☎626-7509

　社会福祉協議会は、地域の福祉課
題の解決に取り組み、誰もが安心し
て暮らせる地域づくりを目指す民間の
団体です。民生・児童委員の皆さんと
連携・協力し、地域課題の他、個人や
各世帯が抱える日常生活の悩みの解
決に向け取り組んでいます。委員の皆
さんは地域住民と日常的に関わり、地
域の実情をよく知っているのでとても
頼りになります。各地域で子育て世代
や高齢者の交流の場となっているサ

ロンの立ち上げや企画などに共に取
り組んでいる他、この時期は歳末たす
けあい運動などでも活躍していただい
ています。また、同協議会では、委員
の皆さんが活動する中で悩みや不安
があるときは、相談にのったり、行政
などの関係機関と共に解決方法を検
討したりとバックアップしています。
　これからも連携・協力し、地域の
皆さんが安心して暮らせる地域づく
りを進めていきます。
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盛岡をディープに探る

　市の地域おこし協力隊員が、
自身の活動状況や地域で発見し
た盛岡の魅力などについて語る
本コラム。今回の担当は、松尾
早
さ

恵
え

隊員です。
【問】産業振興課683-3852

地域で異文化体験と交流を！

　生まれは兵庫県三
さん

田
だ

市で、仕事で住んで
いた東京都文京区から玉山地域へ引っ越し
てきました。11歳の時に人種などを超えた
友情を育てるＣＩＳＶ（国際子ども村）に参
加したのをきっかけに、現在も子どもの異文
化理解教育に携わっています。前職では内
閣府青年国際交流事業「世界青年の船」の
運営を担当。自身も参加者側で船に乗った
７年前に岩手県出身者から教わった盛岡さ
んさ踊りの魅力にはまり、パレードに参加す
るため岩手に来るように。そのうち、たくさ
んの人がさんさ踊りに参加し交流を深める
手伝いがしたいと思い、地域おこし協力隊に
応募。「ユートランド姫神（生出字下田）を

軸とした玉山地域の活性化」をテーマに
活動中です。最近は、旅行者が何に興味
を持つのかを知るため、東北のインバウ
ンド（訪日外国人旅行）についてのセミナ
ーに参加したりして見聞を広げています。
　ゆくゆくは、玉山地域の暮らしの体験や
人との触れ合いなどを通して、参加者が
互いの地域や国の文化を学び、楽しむよ
うなプログラムを作り、多くの人がこの地
で交流できるようにしたいです。盛岡の人
もそういった交流が、より深く地元を知る
きっかけになると思います。そして、自信
を持って盛岡の良さや歴史・文化を発信
する人が増えるといいなと思います。

第４回

今年も盛岡さんさ踊りに参加！
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前九年で生まれ育ちました。小さい
頃は家の近くの公園でよく遊んでいま
したが、今よりも園内の木々が多かっ
たような気がします。花の蜜を吸った
り、かくれんぼをしたり、そこにある
ものをおもちゃ代わりに日が暮れるま
で遊んでいました。近所の栗の木を蹴
って実を落としたりといったやんちゃ
も少々（笑）。でも、当時は、悪さを
するときちんと叱ってくれる大人がい
て、友達のお父さんに連れられて謝り
にいったのを覚えています。また、家
の前に酒屋さんがあり、店内で昼間か
らもっきりを楽しんでいる大人たちが
いました。振り返ってみると、そんな
風景に「昭和」を感じますね。
今は上田で古着屋を経営しています。

商売をしていて感じるのは、盛岡の人

は流行に敏感でありながら、取り入れ
るものにはこだわりがあるということ。
そのこだわりを生かして、盛岡産の原
材料を使ったり、風土に合った盛岡で
しか作れないオリジナル商品がもっと
あっていいと思います。インターネッ
トで簡単に買えるのではなく、盛岡に
来ないと買えないものを若者と一緒に
作っていきたいです。
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次回は、岩品さんが紹介する人が登場します。
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■代表的な感染はノロウイルス

　感染性胃腸炎はウイルスなどによる感染症
で、特に秋から冬にかけて流行します。代表
的なノロウイルスは感染力が強く、少量のウ
イルスでも集団感染につながる恐れがあり注
意が必要です。

■主な症状

　感染後24～48時間で、下痢や嘔
おう

吐
と

、腹痛、
発熱などの症状が出ます。通常は３日以内に
回復しますが、便には１週間程度ウイルスが
含まれます。高齢者や乳幼児は嘔吐物を気管
に詰まらせたり、下痢による脱水症状が重症
化したりする場合があります。症状がある場
合は、早めに医療機関で診てもらいましょう。

■主な症状

　インフルエンザウイルスに感染すると１～
５日間の潜伏期間を経て、急な発熱や頭痛、
関節痛、倦

けん

怠
たい

感などが３～７日間続きます。
症状がある場合は、早めに医療機関で診ても
らいましょう。

■インフルエンザが流行し始めたら

　高齢者や子どもに限らず、幅広い年齢で重
症化する傾向があります。特に独り暮らしや
高齢者の世帯は孤立しがちなので、流行し始
めたら近所で声を掛けるなど見守りましょう。

感染性胃腸炎 ■主な感染経路

　ウイルスに感染した人が調理した食品を食
べる、汚染された二枚貝などをよく加熱せず
に食べる、ウイルスを含む便や嘔吐物を処理
したとき手に残ったウイルスが口に入る―
などで感染する場合があります。

■消毒方法

　消毒には、85度以上で１分間以上加熱す
るほか、家庭用塩素系漂白剤などを薄めて使
う方法があります。せっけんやアルコールで
は十分な消毒効果はありません。

インフルエンザ

冬に
多い

　周囲の人のせきやくしゃみで、嫌な思いを
したことはありませんか？　マスクをしない
でせきやくしゃみをすると、そのしぶきは２～
３㍍飛ぶといわれています。「咳エチケット」
は周囲の人に対する、思いやりのマナーです。
◆せきやくしゃみが出るときは必ずマスクを
着けましょう

◆せきやくしゃみをするときは周囲の人から
１～２㍍以上離れ、ティッシュペーパー
などで口と鼻を押さえましょう

◆鼻水やたんなどを含んだティッシュペーパ
ーはすぐにごみ箱に捨てましょう

◆せきやくしゃみを押さえた手、鼻をかんだ
手はすぐに洗いましょう

に注意

守っていますか？

「咳
せ き

エチケット」

カキなどの二枚貝は
中心部まで十分に加
熱する

調理器具は85度以上で１分間以上加
熱する、ふきんなどは家庭用塩素系漂
白剤を薄めた液に浸すなど、十分に消
毒する

調理前や食事前、トイ
レの後などにはせっけ
んで手を洗い、十分に
洗い流す

※アルコール消
毒だけでは十
分な効果があ
りません

感
染
性
胃
腸
炎
の
予
防
方
法

人ごみではマスク
をする

外出後や食事前な
ど、小まめにせっ
けんで手を洗う

部屋の換気を十分
に行い湿度を保つ

十分な栄養と睡眠、
適度な運動で体力
を付ける

重症化予防のため、
予防接種を受ける
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■自分が、家族が、感染してしまったら

○脱水症状にならないよう、水分を補給する
○手を小まめに洗い、個人専用のタオルで手
をふく
○入浴する場合は、家族の一番最後に入る
○便や嘔吐物を処理するときは、マスクとゴ
ム手袋を着用する。床などに付いた場合は
取り除いたらその部分を消毒し、汚れた衣
類は汚物を水で流してから消毒し、他の衣
類と別に洗濯する
○よく触れるドアノブや水道の蛇口、手すり
などを消毒する

　冬は感染症の集団発生が起こりやすい時季です。正
しい知識と予防方法で、冬を元気に過ごしましょう。
【問】市保健所保健予防課☎603-8308
【広報ＩＤ】1006585

正しいマスクの着け方

顎まで
きちんと
覆う

隙間が
できないよう
鼻に沿わせる

■自宅療養での注意点

○発症後５日間かつ解熱後２日間（乳幼児は
３日間）は、自宅で十分な休養と栄養を取
り、外出を控える
○できるだけ個室で療養し、マスクを着用し
て家族内での感染を防ぐ
○医療機関で処方された薬を確実に服用する。
ただし、特に未成年者は薬による意識障害
を起こしたり、異常行動を取ったりする場
合があるため、１人にしないよう見守る
○治療しても呼吸が苦しい、熱が下がらない、
意識がぼんやりするなどの症状がある場合
はすぐに医療機関で診てもらう


